
東北環境史

狩猟免許数と男性人口の変動
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最終氷期の植生と津軽海峡



イノシシ



第6/7回自然環境保全基礎調査 植生調査 環境省 自然環境局 生物多様性センター」から引用

夏緑広葉樹林帯では、獣の多く
は実りの秋の終わり、冬先に肥え
る。

冬期の落葉は狩猟を容易にする
ため、農閑期にはいる冬先は絶好
の狩猟期となる。

あわせて、樹木の伐季であり炭
焼の季節でもあった。



まつろわぬ蝦夷

789年(延暦8年）

衣川の闘い

蝦夷統領 アテルイの抵抗戦

太平洋側は日本海側より、大和朝廷による平
定が遅れる。

稲作文化(弥生文化)の伝播の遅れ（拒否？し）ていた
地域



やませ常襲地域は太平洋側にかたよる

「風土の刻印 ヤマセ社会」東奥日報社 から引用
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米本位制の幕藩体制の始まり



大飢饉地帯

1695(元禄8年）
津軽藩・弘前藩 大凶作皆無作 飢饉 死者30,000人
盛岡藩 大凶作皆無作 飢饉 死者約40,000人

1755－1756(宝暦5年-6年）
盛岡藩 大凶作皆無作 飢饉 死者約50,000人
八戸藩 飢饉 死者多数
秋田藩 減収 189,000石

おもに1783－1784（天明3年－天明年間）
弘前藩 飢饉 死者 80,000人
盛岡藩 飢饉 死者 64,698人 逃散3,330人(天明3年）
八戸藩 飢饉 死者 30,000人
仙台藩 飢饉 死者200,000人
秋田藩 飢饉 減収 195,200石（天明3年）

おもに1836－1837(天保6年-7年）
盛岡藩 大凶作 減収 223,250石(天保4年)
盛岡藩 大凶作 減収 201,550石(天保6年）
盛岡藩 大凶作 減収 232,500石（天保7年）
弘前藩 飢饉 死者 35,000人余（天保年間）
秋田藩 飢饉 減収 292,280石（天保4年）



作柄に与えた自然災害例　（盛岡藩1615年～1869年）
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盛岡藩人口推移
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秋田藩損耗石高　(秋田藩基礎石高を寛文4年の325747石とした場合）
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東北六県人口推移
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岩手県で見る人口推移
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東北地方村落数推移
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東北地方石高推移
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領内、歳入を確保、増やす 領内、歳出を増やさない、減らす

・新田開発 ・節約、倹約、質素化、省力化
・稲の品種選定（晩稲の禁令)と改良 ・口減らし(武士の商家･農民化、子どもの間引き)

・生産力の増強、生産量の確保 ・借金棒引き
（武士の兼農化、牛馬飼養、鳥獣獣駆除） ・人民流出、逃散黙認

・米など穀類の備蓄
・保存食の工夫
・新農産物の開発、導入
・産業の開発、振興

(養蚕、織物、和紙、漆、焼物、木炭など林産物）

・産物の流通改善
・林業(植林) 、畜産業、漁業(養殖)の振興
・自然(動植物)への依存、

（山野草の救荒食工夫、鳥獣類の利用)

・借入(米の借入、借金など）

江戸時代、各藩の飢饉をのりきる工夫と努力、苦渋の選択

新田開発の課題
秣馬の減尐 薪炭林地の減尐
本田の用水の減尐 草刈り場の減尐 →

本田の肥料の減尐 →→ 村の衰微

ともすれば、苛斂誅求がめだつ中、これら工夫・努力が奏
功したのは東北南部・日本海側の米沢藩や庄内藩であっ
た。

※江戸時代には、さすがに他領への侵略行為はなかった。



東北各藩の新田開発高
（開発は近世前期・中期に多い）
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農書に記録された1反あたりの労働量と収量

地域 総労働量人・牛馬 収量

陸中 43.5人＋6.4頭 1石
上野 27人＋4頭 1.680石
江戸近在 19人＋5頭 2石

ほとんどは肥料の運搬、収穫物の運搬に使役されていた



ウマ・ウシはどれほど飼われていたか

• 江戸時代のウマの頭数記録
盛岡藩領内馬数＝58，818頭(+α:中馬数記録を欠損の村

多し) 寛政９年（1797年）調 （※寛政２年 盛岡藩人口356，987人）

八戸藩領内馬数＝20，041頭 享保11年（1726年）

• ウシの場合は明治以降の記録が残っており、岩手
県でほぼ常時20，000頭ほどが飼養されていた(岩
手県農業史）



盛岡藩　9牧内馬数
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東北六県ｳﾏの飼養頭数推移(1880～1899）
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東北六県ウシ飼養頭数推移
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軍馬
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1879(明治12年）東北六県の薪炭生産量　(貫＝3.75Kg)
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木炭材

窯の外で消す白炭：高温で焼き,堅い炭
カシ、クヌギ、ナラ、クリ、マツ、ウバメガシ、
カエデ、シイ、ツバキ、カシワ、ブナ、ツガ、
カバ、マキ

窯の中で消す黒炭：黒く柔らかい炭
ナラ、マツ、カシ、クヌギ、クリ、カバ、ブナ、
サルスベリ、スギ、シイ、ツバキ、ウバメガシ、
カシワ、カエデ、ツガ、リョウブ



全国木炭生産量推移　(トン)

全国
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全国生産量に占める生産量1位の岩手炭のシェア
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木炭窯数　上位6県　推移
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木炭生産量の季節量(1952年・昭和27年）
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• 炭焼きは厳寒が最盛期。タタミ１０畳の広さの炭焼き窯に入
れたナラの原木の場合、８０度の高温で１週間焼き続ける。

• 岩手大量窯（長径5.5ｍ、短径4.4ｍ）の場合、製炭期間は約
330時間＝13．75日

• 炭が焼き上がる間、煙、温度、においなどチェックするものの、
山間にあれば猟も行われた。

• 炭焼きは、山菜採り、漁労、狩猟活動とセットなのである。

• 山林伐採も季節としては冬期である。



近世・林野利用（氷見山:1995より）



下北半島ヒバ年間伐採量推移（立方㍍）
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盛岡藩下北半島伐採量・払い下げ金推移
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森林面積伐採（ｈa）
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ニホンザルの生息区画数の変化

各県生息区画数の変化
（青森、岩手、秋田三県は1923年時の区画数を1978年時には未回復）
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大正12年頃島根県山間部サル退治の写真



狩猟鑑札付与数変動

大正3年(1914)全国狩猟免許付与数
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昭和20年(1945)全国狩猟免許付与数  　　（赤ワクはS.9対比で2倍に増えた県、青ワクは半減した県）
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昭和9年(1934)全国狩猟免許付与数
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東北六県の狩猟免許付与数変動
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愛知・島根・山口・宮崎各県の狩猟免許数変動
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全国乙種狩猟免許数推移
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狩猟免許数と男性人口の変動
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東北六県ｻﾙ生息区画の変動と全国獣類捕獲数推移
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獲りつくしの背景としての環境史

• 東北地方 → →縄文時代,続縄文時代，対稲作時代，平安･
平泉文化時代，鎌倉時代，室町時代，戦国時代,江戸時代，
明治時代ー現代の環境関係のめぼしい出来事を表にする．

• 人口変動,気候変動，グローバリゼーションなどについては,
本部の方で作成してもらう？ →各章の見取図内に共通ス
ケール？として入れたらどうか？

• 明治維新後，「新しい世の中が来た」「貧しさからの脱出」という期待があった。

• 冷害・災害と失政による飢饉からの自己防衛意識が、「無主物と認識された自然」を収奪す
る方向にむかわせた。

• 昭和後半は狩猟のゲーム化。

• 西洋科学の導入により、森林伐採、農業振興、自然資源の利用技術が向上してきたこと。

• 狩猟についてはアイテムとして元込め銃が普及したことと狩猟規制がほとんど無くなったこ
と。山間地ではほとんど、免許も地域も季節も年齢も関係がなかった。

• 地方では「獣」はそれなりの需要があった。


